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A・河原第3遺跡における調査成果

前回調査までに、細石刃石器群ブロックの中心及びその北東側と南西側の収束部分を確認し

ていた。今年度調査では、細石刃石器群ブロックの範囲確認と遺跡の範囲確認を目的とし、細

石刃石器群ブロックの北西側の収束部分と予想されるところに7トレンチ、 さらに農道を挟ん

だ南側に8トレンチを設定した。

7トレンチにおいて、特にその北西側では遺物の出土数が少なく、細石刃も分布しないとい

う特徴を見出すことができた。このことから、 トレンチ付近が細石刃石器群ブロックの北西側

の収束部分になる可能性を指摘できる。 7トレンチにおける遺物分布に関しては、前回調査ま

でのブロックの一部と捉えて差し支えない。

一方、 8トレンチにおいても少量ではあるが細石刃製作に関連する遺物が出土した。した

がって、遺跡の範囲は少なくとも8トレンチ付近まで広がると判断できる。

ここで問題となるのは、両トレンチにおける遺物分布の関係である。 8トレンチの遺物分布

は、農道北側の細石刃石器群ブロックの南側の収束部分である可能性もある。しかしながら、

両トレンチの比高差は3mほどあり、距離も20m以上離れている。両者が同じブロックのもの

とすれば、ブロックの長辺は20mになる。細石刃文化期におけるブロックの規模を考察した岩

谷史記氏によれば、その規模は4～5m前後で、 この傾向は密集していても散在していても変

わらないという( 1 )。この見解を考慮すると、両者を同一のブロックと捉えるのは困難である。

現時点では、両トレンチにおける遺物分布は異なるブロックであると考えたい。
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B.河原第6遺跡における調査成果

今年度調査の目的は、土層堆積状況及び遺物包含状況の確認であった。

調査の結果、客土を含め17枚の土層を確認し、あわせてⅢ層中にアカホヤ、Ⅷb～Ⅸb層中

にATの可能性のある火山ガラスを含むことも確認した。これを河原第3遺跡の層序と比較す

ると、層の厚さなどに違いはあるものの基本的に同一である。

また、客土造成以前の地形の傾斜を確認した。現状では、調査区内周辺では客土によって造

成され平坦地になっている。客土造成以前の地形及びアカホヤ降灰後の地形は北東側に傾斜し

ていたことが確認された。

今回の調査では、旧石器時代のものと思われる剥片が1点出土した。しかしながら、定形石

器ではなく、時期は確定できていない。採集遺物からは細石刃文化期やナイフ形石器文化期の

文化層の存在が予想され、今後の調査によって確認される可能性は十分ある。 （中村）

註（1）岩谷史記 1998「ブロックー遺物集中分布の視点から－」 「九州の細石器文化一九州の細石器文化の石器と技術一」 九州旧石器文化

研究会:p.84
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